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室典的な意味での人体病理学?主宰j検例を素材として進歩して来た。しかし臨床
医学の進歩と共に，臨床から病理への要請は小さな材料の中で診断し，どのように
治療方針をきめたちよいかの決定を迫る機会が多くなって来た。この意味で“生
ける病理学"としての surgicalpatholgyの重要性は増している。本書辻この分
野の入門書というべきものである。その内容を章を追って紹介したい。 
1) Diagnostic Histopathology : この章は introduction ともいうべきもの
で臨床診断の確定の病理学者の役割と，その疾患の原因となっている物質の検定
一一}例えば，中皮彊や肺癌と asbestos，肝の血管内題と thorotrastとの関係一一ー
の重要性を述べ，それが治療といかなる関係を持って来るかを説明している。さ
らに得られた記録は出来るだけ SNOPnumberで整理することをすすめている。 
2) Macroscopy，Microscopy，and Sampling: この章では小さな needle 
biopsyのsamplingerrorの問題や，描出材料の切り出し方，例えば悪性彊蕩の場
合には surgicalmarginの検索や予ンパ室長転移の拡がヲ方の解釈の方法等の注意
事項を述べている。又， Crohn病の例を51いて粘膜のみの biopsyでは診新が困難
であるが，粘膜下組織までの biopsyによって始めてそれが可能となる等の基本的
事実を説明している。 3) The Use of Stains: この章辻，病理学者にとって
は常識的なことであるが，蓮々の病気の診断に特殊染急が重要であることを強調
している。 4) Interpretation of Histopathologic Appearances: この章は
初心者にとっては，かな予重要と考える。標本の切れる方向によって良性の上皮
細胞が不連続'注増殖を示しているように見え，悪性と診断される危険性や，又，
組織構造の“ゆがみ丹の例として，ベテラン病理学者も誤診する inflammatory 
malignant fibrous histiocytomaの炎症性病巣内の撞蕩細抱の同定の方法や撞々
鍾療に於ける持徴的組織構造一一鍔えば granulosacell tumor に於ける Call 
-Exner bodiesや yolksac tumorの Schiller-Duvalbodies等を schemaを捷用
して説している。 5) Borderline lesions，pseudomalignancy，and盟imicry:
この問題は，我々がしばしば現場で遭遇する難問題である。従って， この章誌
上級の病理学者にとっても参考になるものと考える。この問題点を各臓器に於ぜ
る症例を例にとって説明している。例えば，子宮の cervixに於ける severedys-
plasiaと carcinomain situの難JU点は stratificationであること，大腸の aty-
pical glandと focaladenocarcinoma ~こ於いては“back-to・ back" の所見が重要
であり，皮膚の Keratoacanthoma と epidermoridcarcinoma，乳線の intra-
ductal papillomaと intraductalcarcinoma及び sc1erosingadenosisとlobular 
carcinoma，骨の enchondromaと Gradelchondrosarcomaの相違点，軟部組
識に於ける fibrosarcomaと nodularfascitisの構造上の相違点等を説明してい
るo 6) Rapid Frozen Section Diagnosis: この章は surgicalpathologist に
とって最も重要な点であるが，その慶史と意義について簡単にふれている。 7) 
Diagnostic Electron 躍icroscopy: 腎の生検材料，ある種の腫蕩の鑑別 (am-
elanoic melanoma等)，ウイノレス疾患について電頭の重要性を述べている。
以上，本書は窮理学者にとっては surgicalpathologyの入門書ともいうべき
本であ予，臨床医にとっては surgicalpathology とはいかなるものであるかを
理解する上にも手ごろな本である。是非，一読をおすすめしたい。(長尾孝一)
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